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は じ め に  
 
石 狩 川 河 口 域 に は 石 狩 浜 海 浜 植 物 等 保 護 地 区 （ 以 下 ： 保 護 地 区 ）
が あ る ． 保 護 地 区 は 環 境 省 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク で 絶 滅 危 惧 Ⅱ 類 に 指
定 さ れ て い る イ ソ ス ミ レ （ V i o l a  g r a y i） の 分 布 最 北 限 の 生 息 地 で あ
り ， ハ マ ボ ウ フ ウ （ G l e h n i a  l i t t o r a l i s） な ど の 豊 か な 海 浜 植 物 群 落
に て 形 成 さ れ る （「 石 狩 浜 海 浜 植 物 保 護 セ ン タ ー （ 石 狩 市 ）」，
h t t p : / / w w w. c i t y. i s h i k a r i . h o k k a i d o . j p / s i t e / k a i h i n s y o k u b u t u / ，
2 0 1 9 年 1 月 11 日 確 認 ）．環 境 省 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク で 絶 滅 危 惧 Ⅱ 類
に 指 定 さ れ て い る イ ソ コ モ リ グ モ（ Ly c o s a  i s h i k a r i a n a）も 生 息 し ，
エ ゾ ア カ ヤ マ ア リ（ F o r m i c a  y e s s e n s i s）の ス ー パ ー コ ロ ニ ー は ，世
界 的 に も 稀 な 大 規 模 コ ロ ニ ー と し て 1 9 8 3 年 に I U C N の レ ッ ド デ ー
タ ブ ッ ク に 登 録 さ れ る な ど （「 石 狩 浜 海 浜 植 物 保 護 セ ン タ ー （ 石 狩
市 ）」，h t t p : / / w w w. c i t y. i s h i k a r i . h o k k a i d o . j p / s i t e / k a i h i n s y o k u b u t u / ，
2 0 1 9 年 1 月 11 日 確 認 ）， 希 少 な 海 浜 生 態 系 が 広 が っ て い る ．  
ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル （ B u f o  j a p o n i c u s  f o r m o s u s） は ， ニ ホ ン ヒ キ ガ
エ ル （ B . j . j a p o n i c u s） の 亜 種 で あ り ， 近 畿 か ら 山 陰 ま で の 本 州 東 北
部 に 生 息 し ， 低 地 か ら 山 地 の 海 岸 付 近 ， 高 山 な ど 様 々 な 環 境 に 適 応
し て い る （ 関 2 0 1 6）． 北 海 道 で は 国 内 外 来 種 と し て 1 9 1 2 年 に 函 館
市 で 初 め て 発 見 さ れ ，1 9 8 0 年 に は 旭 川 市 で 確 認 さ れ た（ 斎 藤 2 0 0 2）．
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以 降 ， 道 南 で は 函 館 市 ， 北 斗 市 ， 七 飯 町 ， 松 前 町 ， 室 蘭 市 に 分 布 を
拡 げ た ． 旭 川 市 の 定 着 個 体 群 で は 石 狩 川 流 域 を 中 心 に 深 川 市 ， 妹 背
牛 町 ， 奈 井 江 町 ， 江 別 市 ， 札 幌 市 ， 石 狩 市 ま で 分 布 を 拡 大 し ， 2 0 0 5
年 に は 石 狩 川 河 口 域 に て ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル の 個 体 が 確 認 さ れ ， 2 0 11
年 に は 繁 殖 が 確 認 さ れ た （ 徳 田 2 0 1 5， 内 藤 ・ 志 賀 2 0 1 6）．  
外 来 カ エ ル が 在 来 生 態 系 に 影 響 を 及 ぼ す 要 因 と し て 直 接 捕 食 が あ
る （ 戸 田 ・ 吉 田 2 0 0 5）． ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル と 同 様 に 地 表 性 で あ り ，
特 定 外 来 生 物 に 指 定 さ れ て い る オ オ ヒ キ ガ エ ル（ R h i n e l l a  m a r i n a）
は ， オ ー ス ト ラ リ ア に て 特 に 在 来 生 態 系 へ の 捕 食 影 響 が 強 く 懸 念 さ
れ て い る （ 例 え ば U r b a n  e t  a l .  2 0 0 7， S h i n e  2 0 1 0 な ど ）． 特 に ヒ キ
ガ エ ル 類 は 1 日 に 多 く の ア リ を 集 中 的 に 捕 食 す る と さ れ （ To f t  
1 9 8 1）， 旭 川 市 や 深 川 市 で も ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル は ア リ を は じ め と し
た 地 表 徘 徊 性 の 昆 虫 類 を 大 量 に 捕 食 す る こ と が 判 明 し て い る （ 更
科 ・ 吉 田  2 0 1 5）． そ の た め 北 海 道 で は ，「 北 海 道 生 物 の 多 様 性 の 保
全 等 に 関 す る 条 例 」 に よ り 2 0 1 5 年 に ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル が 指 定 外 来
種 に 指 定 さ れ ，野 外 に 放 っ た 場 合 は 罰 則 が 科 せ ら れ る（「 指 定 外 来 種
の 指 定 （ 北 海 道 ） 」 ，
h t t p : / / w w w. p r e f . h o k k a i d o . l g . j p / k s / s k n / s h i t e i g a i r a i s h u 0 1 . h t m ，
2 0 1 9 年 1 月 11 日 確 認 ）．  
外 来 カ エ ル 類 は 農 林 水 産 資 源 へ の 影 響 が 殆 ど な く 情 報 が 乏 し い た
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め （ 戸 田 ・ 吉 田  2 0 0 5）， 具 体 的 な 対 策 が 限 ら れ て い る ． し か し ， 今
後 さ ら な る 分 布 拡 大 が 希 少 な 海 浜 生 態 系 に 著 し く 影 響 を も た ら す と
予 想 さ れ る た め ， 早 急 な 防 除 対 策 の 検 討 が 必 要 で あ る ．  
ヒ キ ガ エ ル 類 は 繁 殖 期 に な る と ，生 ま れ た 水 辺 で 産 卵 す る た め（ 菊
地 ・ 石 居 1 9 9 9）， 効 果 的 な 防 除 手 法 と し て ， 繁 殖 期 に 池 な ど の 水 辺
を 見 回 り 成 体 や 卵 紐 を 取 り 除 く こ と や ， 繁 殖 場 所 を フ ェ ン ス で 囲 み
侵 入 を 阻 む 方 法 が あ る ． オ ー ス ト ラ リ ア で は ， オ オ ヒ キ ガ エ ル 捕 獲
用 の カ ゴ 罠 が 販 売 さ れ る な ど ，積 極 的 に 防 除 活 動 が 実 施 さ れ て い る ．
八 重 山 諸 島 の 鳩 間 島 で は ， オ オ ヒ キ ガ エ ル 侵 入 防 止 用 の フ ェ ン ス を
繁 殖 場 所 に 設 置 し （ 増 永 ほ か 2 0 0 5）， 手 捕 り 捕 獲 に よ る 防 除 が 実 施
さ れ て い る ． ま た ， 北 海 道 の 深 川 市 に て ， 繁 殖 場 所 に フ ェ ン ス を 設
置 し て 手 取 り 捕 獲 に て 繁 殖 期 の ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル を 効 果 的 に 捕 獲 し
て い る （ 例 え ば ， 八 谷 ・ 松 原 2 0 1 8， 八 谷 2 0 1 8）．  
外 来 種 の 侵 入 初 期 地 域 で は 爆 発 的 な 個 体 数 増 加 な ど が 懸 念 さ れ る
こ と か ら ， フ ァ ー ス ト ア ク シ ョ ン が 必 須 で あ る ． 石 狩 川 河 口 域 に お
い て も 早 急 な 対 応 が 望 ま れ る が ， 石 狩 川 河 口 域 で は 影 響 把 握 も 効 果
的 な 防 除 手 法 も 開 発 さ れ て い な い ． 外 来 種 対 策 に お け る 資 金 等 は 限
ら れ て お り ，効 率 的 か つ 効 果 的 な 対 策 方 法 の 開 発 が 必 要 と さ れ る（ 東
岡  2 0 1 4） こ と か ら ， ま ず は 影 響 把 握 と 防 除 手 法 開 発 を 進 め る 必 要
が あ る ． そ こ で ， 本 研 究 で は 石 狩 川 河 口 域 に お け る 在 来 生 態 系 へ の
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影 響 把 握 と ， 侵 入 初 期 に 対 応 で き る 防 除 モ デ ル を 開 発 す る た め に ，
Ⅰ .ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル の 食 性 調 査 ， Ⅱ .繁 殖 期 に お け る ア ズ マ ヒ キ ガ
エ ル の 防 除 手 法 の 検 討 を 実 施 し た ．   
 
調 査 地  
 
石 狩 川 河 口 左 岸 に 位 置 す る 保 護 地 区 に は ， は ま な す の 丘 公 園 が あ
り ， 2 0 0 5 年 頃 か ら ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル の 生 息 が 確 認 さ れ て い る （ 内
藤 ・ 志 賀 2 0 1 6）． は ま な す の 丘 公 園 に は 木 道 が 整 備 さ れ て お り ， 周
囲 に は 海 水 浴 場 や 海 浜 植 物 保 護 セ ン タ ー ， は ま な す の 丘 ビ ジ タ ー セ
ン タ ー が あ り ， 夏 季 に は 多 く の 来 園 者 で 賑 わ う こ と か ら ， ア ズ マ ヒ
キ ガ エ ル の 人 為 的 な 分 布 拡 散 の 可 能 性 が あ る ．  
ま た ， 保 護 地 区 に 隣 接 す る 親 船 名 無 沼 で は 2 0 11 年 頃 か ら ア ズ マ
ヒ キ ガ エ ル の 繁 殖 が 確 認 さ れ た （ 内 藤 ・ 志 賀 2 0 1 6）． 親 船 名 無 沼 は
砂 利 採 掘 跡 地 に 地 下 水 や 雨 水 が 溜 ま っ て 形 成 さ れ ， 周 囲 に 広 く 湿 地
帯 が 広 が る ． 本 研 究 で は ， 河 口 地 区 の は ま な す の 丘 公 園 （ 北 緯 4 3
度 1 5 分 3 6 . 3 2 秒 ，東 経 1 4 1 度 2 1 分 4 3 . 1 9 秒 ）で 食 性 調 査 の た め ア
ズ マ ヒ キ ガ エ ル の 捕 獲 を 実 施 し（ 図 1），親 船 地 区 の 親 船 名 無 沼（ 北
緯 4 3 度 1 4 分 2 5 . 0 3 秒 ， 東 経 1 4 1 度 2 0 分 3 6 . 0 9 秒 ） で ， 繁 殖 期 の
ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル の 防 除 手 法 を 検 討 し た （ 図 2）．  
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Ⅰ .ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル の 食 性 調 査  
 
手 法  
2 0 1 7 年 の 7 月 ～ 8 月 に ，は ま な す の 丘 公 園 の 木 道 及 び そ の 周 辺 を
夜 間 1 9 時 ～ 2 4 時 に 踏 査 し ， 手 捕 り に て ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル を 捕 獲 し
た ． 捕 獲 個 体 は す ぐ に 冷 凍 保 存 し ， 解 凍 後 に 解 剖 し 胃 内 容 物 を 採 取
し ， 7 0％ エ タ ノ ー ル 液 で 保 存 し た ．  
胃 内 容 物 の 餌 動 物 を 個 体 数 （ N）， 体 積 （ V）， 出 現 頻 度 （ F） の 各
割 合 と し て 相 対 的 に 評 価 し ， 食 性 全 体 の 傾 向 を 把 握 す る た め 胃 重 要
度 指 数 （ I R I） を 用 い た 更 科 ・ 吉 田 （ 2 0 1 5） の 手 法 を も と に ， 胃 内
容 物 の 解 析 を し た ． 胃 内 容 物 は ， 実 体 顕 微 鏡 を 用 い て 餌 動 物 を 可 能
な 限 り 細 か く 分 類 し た ． 餌 動 物 の 体 積 は ノ ギ ス に て 体 長 と 体 幅 を 計
測 し ， 餌 動 物 を 楕 円 形 と 仮 定 し て 算 出 し た ．  
 
V＝ 4 / 3π × ( L / 2 )× ( W / 2 ) 2                 （ 1）  
 
（ 1）の 式 よ り ，V は 餌 動 物 の 体 積（ m m ３ ），L は 餌 動 物 の 体 長（ m m），
W は 餌 動 物 の 体 幅 （ m m） を 示 す ． 消 化 が 進 み ， 計 測 が 困 難 だ っ た




I R I＝ ( N％ ＋ V % )×F %                 （ 2）  
 
（ 2） の 式 よ り ， I R I は 胃 重 要 度 指 数 を 示 す ． I R I は 餌 動 物 の 個 体 数
割 合 （ N％ ）， 体 積 割 合 （ V％ ）， 出 現 頻 度 割 合 （ F％ ） か ら 算 出 で き
る こ と か ら （ 3），（ 4），（ 5） の 式 よ り 算 出 し た ．  
 
N % =餌 動 物 (種 )の 個 体 数 /  餌 動 物 の 総 個 体 数 × 1 0 0     （ 3）  
V % =餌 動 物 (種 )の 体 積 ( m m ³ ) /  餌 動 物 の 総 体 積 ( m m ³ )× 1 0 0（ 4）  
F % =餌 動 物 (種 )を 捕 食 し て い た カ エ ル の 個 体 数 /カ エ ル の  
全 個 体 数 × 1 0 0                  （ 5）  
I R I に は 上 限 が な く 比 較 評 価 が 難 し い た め ，胃 重 要 度 指 数 割 合（ I R I %）
と し て （ 6） の 式 に よ り 算 出 し た ．  
 
I R I % =餌 動 物 の I R I  /  全 て の 餌 動 物 の 総 I R I× 1 0 0     （ 6）  
 
結 果  
は ま な す の 丘 公 園 で ， 合 計 4 8 個 体 の ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル を 捕 獲 し ，
空 胃 を 除 く 4 5 個 体 の 胃 内 容 物 を 採 取 し た ． 胃 内 容 物 か ら 得 ら れ た
餌 動 物 は 2 9 1 個 体 で ， 5 綱 1 3 目 1 6 科 に 分 類 さ れ た ．  
綱 ， 目 ， 科 ご と に I R I％ を 算 出 し た 結 果 を 表 1 に 示 す ． 綱 レ ベ ル
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で 最 も 高 い I R I％ を 示 し た の は 昆 虫 綱 （ 8 0 . 3％ ） で ， 5 綱 の う ち 殆
ど を 占 め て い た ．目 レ ベ ル で は コ ウ チ ュ ウ 目（ 5 9 . 6％ ）が 最 も 高 く ，
次 い で ハ チ 目 （ 1 3 . 0％ ） が 高 い 割 合 を 占 め た ． 科 レ ベ ル で は ， コ ウ
チ ュ ウ 目 の ゾ ウ ム シ 科 （ 3 1 . 6 %） が 最 も 高 く ， 次 い で コ ガ ネ ム シ 科
（ 1 4 . 4％ ）， ハ チ 目 の ア リ 科 （ 1 3 . 0 %） で あ っ た ． ま た ， 餌 動 物 を 種
名 ま で 同 定 し た 結 果 ， 2 4 種 が 判 明 し た （ 表 2）． そ の う ち ， ア リ は
11 種 が 確 認 さ れ た ．  
 
考 察  
 昆 虫 綱 の I R I％ が 最 も 高 い 割 合 を 示 し た こ と は ， 旭 川 市 と 深 川 市
で の 調 査 結 果 と 同 様 で あ っ た （ 更 科 ・ 吉 田 2 0 0 5）． 石 狩 川 河 口 域 に
生 息 す る ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル は 目 レ ベ ル の I R I％ で コ ウ チ ュ ウ 目 が 最
も 高 い 割 合 を 示 し ， 科 レ ベ ル で は ゾ ウ ム シ 科 が 殆 ど を 占 め た ． ア ズ
マ ヒ キ ガ エ ル の 胃 内 容 物 か ら は シ ラ フ ヒ ョ ウ タ ン ゾ ウ ム シ
（ M e o t i o r h y n c h u s  q u e r e n d u s） な ど が 出 現 し た が ， ヒ ョ ウ タ ン ゾ ウ ム
シ 類 は は ま な す の 丘 公 園 に も 生 育 す る ハ マ ヒ ル ガ オ な ど の 海 浜 植 物
の 根 際 に 多 く 見 ら れ る ． カ エ ル は 目 の 前 で 動 く も の し か 捕 食 し な い
（ 松 嶋 1 9 9 6）こ と か ら ，捕 獲 地 点 周 辺 の 餌 動 物 を 積 極 的 に 捕 食 し て
い る こ と が 示 唆 さ れ た ．  
旭 川 市 と 深 川 市 で は ， 環 境 省 レ ッ ド リ ス ト の 準 絶 滅 危 惧 種 に 指 定
8 
 
さ れ て い る サ ッ ポ ロ マ イ マ イ （ E u h a d r a  b r a n d t i i  s a p p o r o） と 北 海 道
レ ッ ド リ ス ト で 希 少 種 に 指 定 さ れ て い る ク ロ ル リ ハ ム シ
（ C h r y s o l i n a  y e z o e n s i s ）の 捕 食 が 確 認 さ れ て い る（ 更 科・吉 田 2 0 0 5）．
保 護 地 区 に 生 息 す る 環 境 省 レ ッ ド リ ス ト で 絶 滅 危 惧 Ⅱ 類 の イ ソ コ モ
リ グ モ も ， 夜 行 性 で 地 表 徘 徊 性 で あ る こ と か ら ， ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル
に よ る 捕 食 の 対 象 と な る 可 能 性 は 充 分 に 高 い ．  
ま た ， ハ チ 目 の 割 合 は 高 く な か っ た も の の ， 旭 川 市 と 深 川 市 と 同
様 に ア リ 科 の 多 く の 種 を 捕 食 し て い る こ と が 判 明 し た ． ア ズ マ ヒ キ
ガ エ ル に 捕 食 さ れ て い た 11 種 の 中 に は ， エ ゾ ア カ ヤ マ ア リ を は じ
め イ ソ ス ミ レ の 種 子 散 布 を 担 う 種 も 含 ま れ て い た ． 直 接 捕 食 に よ る
在 来 生 態 系 へ の 影 響 に 加 え ， 間 接 的 に 海 浜 植 物 の 分 散 へ も 影 響 を 及
ぼ す こ と が 示 唆 さ れ た ．   
 
Ⅱ .繁 殖 期 に お け る ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル の 防 除 手 法 の 検 討  
 
両 生 類 の 捕 獲 手 法 と し て ， 生 息 地 や 繁 殖 場 所 を 対 象 種 が 超 え る こ
と の で き な い フ ェ ン ス で 囲 う 「 ド リ フ ト フ ェ ン ス 」 が 用 い ら れ る ．
本 研 究 で は 両 生 類 の 捕 獲 に 有 効 と さ れ る ド リ フ ト フ ェ ン ス と 落 と し
穴 を 組 み 合 わ せ た 手 法（ G i b b o n s・B e n n e t t  1 9 7 4，G r e e n b e r g  1 9 9 4）
を 用 い て ， 親 船 名 無 沼 に て 繁 殖 期 の ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル の 捕 獲 を 試 み
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た ． 親 船 名 無 沼 の 周 辺 に は 湿 地 帯 が 広 が っ て お り 全 域 を 囲 う の は 困
難 で あ っ た た め ，事 前 ヒ ア リ ン グ に よ り 卵 紐 の 目 撃 情 報 を 聞 き 取 り ，
卵 紐 が 最 も 多 く 確 認 さ れ て い た 地 点 の み に フ ェ ン ス ト ラ ッ プ （ ド リ
フ ト フ ェ ン ス ＋ 落 と し 穴 ） を 設 置 し た ． 繁 殖 期 に お け る ア ズ マ ヒ キ
ガ エ ル の 防 除 手 法 の 検 討 は ，「 Ⅱ -① ド リ フ ト フ ェ ン ス と 落 と し 穴 に
よ る フ ェ ン ス ト ラ ッ プ の 検 証 」と「 Ⅱ -② フ ェ ン ス ト ラ ッ プ の 効 果 の
検 討 」 を 実 施 し た ．  
 
Ⅱ -① ド リ フ ト フ ェ ン ス と 落 と し 穴 に よ る フ ェ ン ス ト ラ ッ プ の 検 証  
 
手 法  
ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル の 繁 殖 期 は ， 本 来 の 生 息 地 で は 地 域 に よ っ て ，
2 月 ～ 7 月 （ 前 田 ・ 松 井 2 0 0 3） と 差 が 大 き く ， 北 海 道 で は 4 月 中 旬
～ 5 月 で あ る （ 徳 田 2 0 1 5） こ と か ら ， 設 置 期 間 は 2 0 1 7 年 4 月 1 6
日 ～ 5 月 2 2 日 ま で と し た ．  
ド リ フ ト フ ェ ン ス は ， 養 生 プ ラ ダ ン と 農 業 用 防 草 シ ー ト ， 木 杭 を
用 い て 製 作 し た ．養 生 プ ラ ダ ン を 高 さ 6 0 c m，幅 1 m に な る よ う に 切
断 し ， 農 業 用 防 草 シ ー ト を 貼 り 付 け た ． そ の 両 端 に 木 杭 を 取 り 付 け
て ，養 生 プ ラ ダ ン が 地 面 と 接 す る よ う 配 置 し た（ 図 3 - 1）．下 垂 さ せ
た 農 業 用 防 草 シ ー ト は ， マ ル チ 押 さ え で 地 面 に 固 定 し ， ア ズ マ ヒ キ
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ガ エ ル が 下 に 潜 り 込 ま な い よ う に 土 を 被 せ た ． 卵 紐 が 多 く 確 認 さ れ
て い た 地 点 を 中 心 に ， 約 5 0 m に 渡 り ド リ フ ト フ ェ ン ス を 設 置 し た ．
落 と し 穴 と し て ， 衣 装 ケ ー ス を 用 い た 「 ケ ー ス 落 と し 穴 」 と バ ケ ツ
を 用 い た 「 バ ケ ツ 落 と し 穴 」 の 2 種 類 の 落 と し 穴 を ド リ フ ト フ ェ ン
ス と 周 辺 に 合 計 1 9 個 設 置 し た （ 図 3 - 2）． ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル は 手 に
吸 盤 を 持 た な い た め ， ド リ フ ト フ ェ ン ス や 落 と し 穴 を 登 る こ と は 不
可 能 だ が ， 脱 走 個 体 の 有 無 を 記 録 す る た め ， 自 動 撮 影 カ メ ラ （ L t l  
A c o r n  5 2 1 0 A） を 無 作 為 に 選 択 し た 落 と し 穴 の 2 ヶ 所 に 設 置 し た ．
カ メ ラ の 撮 影 モ ー ド は 静 止 画 ，撮 影 イ ン タ ー バ ル は 2 0 秒 で 1 度 に 1
枚 の 写 真 を 撮 影 す る 設 定 に し た ．1～ 3 日 ご と に フ ェ ン ス ト ラ ッ プ を
見 回 り ， 捕 獲 さ れ た 個 体 を 回 収 し た ．  
 
結 果  
2 0 1 7 年 4 月 1 6 日 ～ 5 月 2 2 日 ま で に 合 計 1 , 0 6 7 個 体 （ オ ス ： 7 9 7
個 体 ， メ ス 2 6 5 個 体 ， 亜 成 体 5 個 体 ） の ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル を 捕 獲 し
た ．捕 獲 数 が 最 も 多 か っ た の は 5 月 3 日 の 4 2 3 個 体 で ，捕 獲 数 の 分
布 は ，は っ き り と し た 1 山 型 を 示 し た（ 図 4）．フ ェ ン ス ト ラ ッ プ 設
置 期 間 中 は ， 親 船 名 無 沼 へ 向 け て 多 く の ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル が 道 路 を
横 断 す る 様 子 が 目 撃 さ れ ， 道 路 上 で 車 両 に よ る 轢 死 個 体 が 多 く 確 認
さ れ た ．  
11 
 
自 動 撮 影 カ メ ラ の 画 像 か ら ， 保 護 地 区 側 か ら 親 船 名 無 沼 に 向 か っ
て 移 動 し て い る 個 体 や ， 落 と し 穴 で 捕 獲 さ れ る 個 体 が 確 認 さ れ た ．
し か し ， 繁 殖 の ピ ー ク 時 に は 落 と し 穴 内 で 多 く の ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル
が 積 み 重 な り ， 容 易 に 脱 出 で き る こ と が 判 明 し た （ 写 真 1）．   
 
考 察  
養 生 プ ラ ダ ン と 農 業 用 防 草 シ ー ト ， 木 杭 を 組 み 合 わ せ た ド リ フ ト
フ ェ ン ス は ， 強 度 は 高 か っ た も の の 設 置 に 時 間 と 労 力 が か か っ た ．
特 に ， 養 生 プ ラ ダ ン の 切 断 と 農 業 用 防 草 シ ー ト の 貼 り 付 け や 設 置 に
労 力 を 要 し た た め ，よ り 簡 易 に 製 作 で き る 材 料 を 用 い る 必 要 が あ る ．
ま た ， ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル が ド リ フ ト フ ェ ン ス を 障 壁 と み な し て 乗 り
越 え よ う と し た た め ， 親 船 名 無 沼 が 透 け て み え る 素 材 に 変 更 す る こ
と で ， 効 率 的 に 落 と し 穴 ま で 誘 導 す る こ と が 可 能 と 考 え ら れ る （ 鈴
木 ほ か 2 0 1 8）．  
繁 殖 の ピ ー ク 時 に 落 と し 穴 に 多 く の ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル が 積 み 重 な
る こ と で 脱 出 が 可 能 で あ っ た が ， さ ら に 降 雨 に よ る 土 砂 の 流 入 や 雨
水 が 溜 ま る こ と で も 脱 出 し や す く な る た め ， 堆 積 物 な ど を 除 去 す る
こ と で 脱 走 を 防 ぐ 必 要 が あ る ．  
し か し ， 以 上 の よ う な 課 題 は あ る も の の ， 自 動 撮 影 カ メ ラ で 親 船
名 無 沼 に 向 か う 個 体 や 落 と し 穴 で 捕 獲 さ れ る 個 体 を 確 認 し て お り ，
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ド リ フ ト フ ェ ン ス と 落 と し 穴 を 組 み 合 わ せ た フ ェ ン ス ト ラ ッ プ は ，
繁 殖 期 の ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル の 捕 獲 に 有 効 だ と 言 え る ． ま た ， ド リ フ
ト フ ェ ン ス 沿 い に 設 置 し た 落 と し 穴 の 方 が よ り 多 く の ア ズ マ ヒ キ ガ
エ ル を 捕 獲 す る こ と が で き た た め（ 図 6），ド リ フ ト フ ェ ン ス 沿 い の
み に 落 と し 穴 を 設 置 す る こ と で ， さ ら な る 捕 獲 効 果 と 設 置 規 模 の 拡
大 が 望 め る ．  
 
Ⅱ -② フ ェ ン ス ト ラ ッ プ の 効 果 の 検 討  
 
手 法  
設 置 期 間 は 2 0 1 8 年 4 月 1 9 日 ～ 5 月 2 2 日 ま で と し た ．  2 0 1 7 年
の 検 証 を 踏 ま え ， ド リ フ ト フ ェ ン ス に は 農 業 用 防 獣 ネ ッ ト と イ ボ 竹
の み を 用 い ， 親 船 名 無 沼 が 透 け て 見 え る 素 材 で 製 作 し た ． ド リ フ ト
フ ェ ン ス の 高 さ が 6 0～ 7 0 c m に な る よ う に 農 業 用 防 獣 ネ ッ ト を 拡 げ ，
約 1 m ご と に イ ボ 竹 を 打 ち つ け て 地 面 に 接 す る よ う に 設 置 し た （ 図
7 - 1）． 農 業 用 防 獣 ネ ッ ト を 下 垂 さ せ て マ ル チ 押 さ え で 固 定 し ， ア ズ
マ ヒ キ ガ エ ル が 潜 ら な い よ う に 土 を 被 せ た ．  2 0 1 7 年 の 設 置 地 点 を
中 心 に 規 模 を 拡 大 し て 約 3 0 0 m に 渡 り ド リ フ ト フ ェ ン ス を 設 置 し た ．
落 と し 穴 と し て ， ケ ー ス 落 と し 穴 を ド リ フ ト フ ェ ン ス 沿 い の み に 合
計 1 4 個 設 置 し た（ 図 7 - 2）．ま た ，脱 走 個 体 の 有 無 を 記 録 す る た め ，
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自 動 撮 影 カ メ ラ （ L t l  A c o r n  5 2 1 0 A） を 無 作 為 に 選 択 し た 落 と し 穴
の 2 ヶ 所 に 設 置 し た ． カ メ ラ の 撮 影 モ ー ド は 静 止 画 ， 撮 影 イ ン タ ー
バ ル は 2 0 秒 で 1 度 に 1 枚 の 写 真 を 撮 影 す る 設 定 に し た ． 1～ 3 日 ご
と に フ ェ ン ス ト ラ ッ プ を 見 回 り 捕 獲 個 体 を 回 収 し た ．  
捕 獲 効 果 の 検 証 の た め ， 2 0 1 8 年 4 月 ～ 6 月 ま で の 夜 間 1 9 時 ～ 2 4
時 に 標 識 再 捕 獲 を 実 施 し た ． 親 船 名 無 沼 の 周 辺 を 徘 徊 し て い る ア ズ
マ ヒ キ ガ エ ル に 標 識 し ，そ の 場 で 放 逐 し た（ 図 8）．な お ，落 と し 穴
で 捕 獲 さ れ た 個 体 は 全 て 回 収 し た ．  
標 識 に は 日 付 と 連 番 を 油 性 ペ ン で 記 入 し た 幅 5 m m， 長 さ 約 1 5 c m
の 結 束 バ ン ド を 使 用 し た（ 図 9）．落 と し 穴 内 で 再 捕 獲 さ れ た 個 体 は
標 識 番 号 と 雌 雄 を 記 録 し て 回 収 し た ． 落 と し 穴 外 で 再 捕 獲 し た 個 体
は ，標 識 番 号 と 雌 雄 に 加 え G P S に よ る 位 置 情 報 を 記 録 し た の ち 再 放
逐 し た ．  
 
結 果  
2 0 1 8 年 4 月 1 9 日 ～ 5 月 2 2 日 ま で に 合 計 2 , 2 7 1 個 体（ オ ス：1 , 5 5 8
個 体 ， メ ス ： 7 1 2 個 体 ） の ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル を 捕 獲 し ， 最 も 捕 獲 数
が 多 か っ た の は 5 月 4 日 で 7 5 1 個 体 で あ り（ 図 1 0），2 0 1 7 年 の 結 果
と 同 様 に は っ き り と し た 1 山 型 を 示 し た ．  
落 と し 穴 内 に 溜 ま っ た 雨 水 や 堆 積 物 を 積 極 的 に 取 り 除 い た こ と で
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脱 走 個 体 は 確 認 さ れ な か っ た ． 自 動 撮 影 カ メ ラ に は ， 落 と し 穴 に 頻
繁 に 訪 れ る 特 定 外 来 生 物 ア ラ イ グ マ（ P r o c y o n  l o t o r）の 姿 が 確 認 さ
れ た （ 図 11）．  
合 計 1 , 4 4 5 個 体 を 標 識 し ， 4 2 2 個 体（ 2 9 . 2％ ）が 再 捕 獲 さ れ ， 9 7 0
個 体（ 6 7 . 1％ ）が 再 捕 獲 さ れ な か っ た ．再 捕 獲 さ れ た 個 体 の う ち 8 1％
が 落 と し 穴 内 で 捕 獲 さ れ た ． 数 日 か け て ド リ フ ト フ ェ ン ス 沿 い を 移
動 し た 個 体 も あ り（ 図 1 2），最 長 で 1 4 日 間 フ ェ ン ス ト ラ ッ プ の 周 辺
に 滞 在 し て い た （ 図 1 3）．  
 
考 察  
ド リ フ ト フ ェ ン ス の 素 材 を 農 業 用 防 獣 ネ ッ ト に 変 更 し た こ と で 設
置 作 業 効 率 が 上 が り ， よ り 広 範 囲 に 設 置 す る こ と が 可 能 と な っ た ．  
た だ し ， ド リ フ ト フ ェ ン ス 内 へ の 侵 入 は 完 全 に 防 ぐ こ と は で き ず ，
さ ら な る 改 良 は 必 要 で あ る ．  
フ ェ ン ス ト ラ ッ プ の 設 置 に よ り ， 2 年 間 で 3 , 3 3 8 個 体 の ア ズ マ ヒ
キ ガ エ ル を 捕 獲 し た ． 5 月 1 日 ～ 5 日 に か け て 全 体 の 9 0％ 以 上 の 個
体 が 捕 獲 さ れ て お り ， 親 船 名 無 沼 で の 繁 殖 期 は 非 常 に 短 い こ と が 示
唆 さ れ た ．深 川 市 で の 2～ 4 年 の 調 査 に よ る と ，4 ヶ 所 の 繁 殖 地 に お
け る 繁 殖 ピ ー ク は 5 月 2 日 ～ 2 0 日 の 間 で ，同 じ 場 所 で も 年 に よ る 違
い が あ る と さ れ る （ 八 谷 2 0 1 8）． 石 狩 川 河 口 域 で は 深 川 市 よ り も 繁
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殖 期 が 短 い と 予 想 さ れ ， よ り 詳 細 な 繁 殖 期 の 特 定 や 傾 向 を 把 握 す る
こ と で ， 繁 殖 期 を 狙 っ た よ り 効 率 的 な 防 除 に 繋 が る と 考 え ら れ る ．  
八 重 山 諸 島 の 鳩 間 島 の よ う に 繁 殖 場 所 が 限 ら れ た 地 域 で は ， ド リ
フ ト フ ェ ン ス を 用 い る こ と で ，将 来 的 な 根 絶 が 可 能 と さ れ て い る（ 増
永 ほ か  2 0 0 5）． し か し ， 親 船 名 無 沼 の 周 辺 に は 湿 地 帯 が 広 が り ，
繁 殖 可 能 な 水 辺 が 多 数 存 在 す る こ と か ら ， 再 捕 獲 さ れ な か っ た ア ズ
マ ヒ キ ガ エ ル が 別 の 繁 殖 場 所 を 求 め て ， さ ら に 分 布 を 拡 散 さ せ る こ
と が 予 想 さ れ る ． 石 狩 川 河 口 域 で ド リ フ ト フ ェ ン ス に よ る 防 除 を 継
続 す る に は ， 周 辺 の 水 辺 環 境 の モ ニ タ リ ン グ 調 査 も 必 要 で あ る ．  
標 識 調 査 に よ り ， 最 長 で 1 4 日 間 フ ェ ン ス ト ラ ッ プ の 周 辺 に 滞 在
し て い た 個 体 が 確 認 さ れ た が ， こ れ は ヒ キ ガ エ ル が あ る 程 度 繁 殖 場
所 に 近 付 い た の ち に ， 小 移 動 と 停 止 を 繰 り 返 し て 段 階 的 に 水 辺 へ 移
動 し て い る （ 高 田 ・ 石 居 1 9 8 0） た め と 考 え ら れ る ．  
落 と し 穴 内 の 東 ヒ キ ガ エ ル が ， ア ラ イ グ マ に よ り 殆 ど が 下 半 身 を
引 き 裂 か れ た 状 態 で 発 見 さ れ て い る こ と か ら ， 自 動 撮 影 カ メ ラ に 映
っ た ア ラ イ グ マ は ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル を 捕 食 し て い た ． 外 来 種 で あ る
ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル の 防 除 活 動 が ， 間 接 的 に ア ラ イ グ マ と い う 他 の 外
来 種 を 誘 引 す る 餌 付 け 行 為 と な っ た た め ， 今 後 の 防 除 活 動 継 続 の た
め に は 早 急 な 検 討 課 題 と な っ た ．   
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総 合 考 察  
 
ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル の 影 響 と し て ， 希 少 な 海 浜 生 態 系 が 存 在 す る 保
護 地 区 で ， ア リ を は じ め と す る 昆 虫 類 の 捕 食 影 響 が 懸 念 さ れ る ． 特
に 地 表 性 の コ ウ チ ュ ウ 類 は 捕 食 者 ， 腐 食 者 ， 植 食 者 ， 菌 食 者 な ど 多
様 な 栄 養 段 階 の 種 を 含 む こ と か ら ， 生 態 系 に お け る 役 割 は 重 要 で あ
る （ 澤 田 ほ か 1 9 9 9）． 石 狩 海 岸 で は 海 浜 生 態 系 の 基 盤 と な る 海 浜 植
物 群 落 が 減 少 ， 劣 化 傾 向 に あ り （ 松 島 ほ か 2 0 1 4）， 海 浜 植 物 の 保 全
が 急 務 で あ る ． 海 浜 植 物 の 絶 滅 リ ス ク を 高 め る 要 因 に は ， 外 来 種 の
侵 入 が 挙 げ ら れ て い る （ 岡 2 0 1 0）． 石 狩 浜 河 口 域 で も ， 外 来 植 物 に
よ る 直 接 的 な 影 響 に 加 え ， ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル は ア リ を 重 要 な 餌 資 源
と し て い る こ と か ら （ 更 科 ・ 吉 田 2 0 1 5）， イ ソ ス ミ レ の 種 子 散 布 者
で あ る ア リ 類 へ の 長 期 的 な 捕 食 は ， イ ソ ス ミ レ の 生 息 に 影 響 を 及 ぼ
し ， 海 浜 生 態 系 の 多 様 性 を 脅 か す 可 能 性 が あ る ．  
繁 殖 期 に お け る ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル の 防 除 手 法 と し て ， フ ェ ン ス ト
ラ ッ プ に よ る 捕 獲 が 効 果 的 で あ る こ と が 証 明 さ れ た ． 本 研 究 に お い
て ， 多 く の ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル が ド リ フ ト フ ェ ン ス 沿 い に 誘 導 さ れ ，
落 と し 穴 に て 捕 獲 さ れ る こ と が 判 明 し た ． 侵 入 初 期 地 域 で の フ ァ ー
ス ト ア ク シ ョ ン と し て の 防 除 手 法 を 開 発 で き た と 言 え る ． 石 狩 川 河
口 域 で は ， 本 調 査 に 先 駆 け た 2 0 1 6 年 に ， 約 3 6 0 個 体 が 手 捕 り 捕 獲
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に て 駆 除 さ れ て い る ． 見 回 り の 手 間 は あ る も の の ， 手 捕 り 捕 獲 と フ
ェ ン ス ト ラ ッ プ の 設 置 を 合 わ せ る こ と で ， 短 期 間 で 集 中 的 な 捕 獲 が
可 能 で あ る ．  
深 川 市 で の ド リ フ ト フ ェ ン ス の み を 用 い た 防 除 活 動 で は ， 5 年 間
で 捕 獲 数 は 減 少 し て い る （ 八 谷 ・ 松 原 2 0 1 8）． 根 絶 は 困 難 で も 卵 紐
除 去 や 繁 殖 場 所 の 管 理 に よ っ て ， 終 息 に 繋 げ よ う と し て い る ． 石 狩
川 河 口 域 で も ， ド リ フ ト フ ェ ン ス と 落 と し 穴 を 用 い た 継 続 的 な 防 除
活 動 と モ ニ タ リ ン グ 調 査 を 実 施 し ， 分 布 拡 散 や 爆 発 的 増 加 の 防 止 ，
個 体 数 削 減 に 繋 げ る こ と が 重 要 で あ る ．  
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i n  2 0 11 .  B e c a u s e  t h i s  i n v a s i v e  t o a d  p r e y s  o n  t h e  a b o v e - g r o u n d  
i n s e c t s  i n  o t h e r  a r e a s  o f  H o k k a i d o ,  i t  i s  b e l i e v e d  t h a t  c o s t a l  
e c o s y s t e m  o f  I s h i k a r i  E s t u a r y  i s  f a c i n g  a  s e r i o u s  e c o l o g i c a l  
t h r e a t y.  T h i s  s t u d y  a i m s  t o  a s s e s s  t h e  p r e d a t i o n  i m p a c t s  o f  B u f o  
j a p o n i c u s  f o r m o s u s  b y  e x a m i n i n g  t h e i r  d i e t  c o m p o s i t i o n .  A n d  t h e  
b r e e d i n g  s e a s o n  B u f o  j a p o n i c u s  f o r m o s u s  c a p t u r e  m e t h o d  u s e  
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T h i s  s t u d y  a l s o  h a r v e s t e d  1 , 0 6 7  B u f o  j a p o n i c u s  f o r m o s u s  f r o m  
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図 1． 石 狩 市 石 狩 浜 海 浜 植 物 等 保 護 地 区 の は ま な す の 丘 公 園  
   木 道 及 び そ の 周 辺 に て ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル を 捜 索 し た ．  
 
 
図 2． 石 狩 市 石 狩 浜 海 浜 植 物 保 護 地 区 に 隣 接 す る 親 船 名 無 沼  












綱 IRI％ 目 IRI％ 科 IRI％
甲殻 5.6 ワラジムシ 9.6 オカダンゴムシ 0.1
ワラジムシ 9.5
唇脚 0.1 ムカデ 0.1 不明 0.1
倍脚 9.5 ヒメヤスデ 5.6 不明 5.6
蛛形 4.5 ザトウムシ 5.9 不明 5.9
クモ 3.9 不明 3.9




ハサミムシ <0.1 不明 <0.1












ハエ <0.1 不明 （<0.1）
トビケラ <0.1 不明 （<0.1）
チョウ 0.4 不明 <0.1（0.4）












ワラジムシ オカダンゴムシ Armadillidium vulgare
ワラジムシ Porecellio scaber
バッタ ヒメギス Eobiana engelhardti subtropica
カメムシ ヒゲナガカメムシ Pachygrontha antennata
ハネナシサシガメ Coranus dilatatus





ドロノキハムシ Chrysomela populi 
ウリハムシモドキ Atrachya menetriesi
シラフヒョウタンゾウムシ Meotiorhynchus querendus
ハチ クロオオアリ Camponotus japonicus 




エゾクシケアリ Myrmica jessensis 
シワクシケアリ M. kotokui
トビイロケアリ Lasius japonicus 







図 3． ド リ フ ト フ ェ ン ス と 落 と し 穴 に よ る フ ェ ン ス ト ラ ッ プ の 検 証
に 用 い た ド リ フ ト フ ェ ン ス と 落 と し 穴  
   1 :  養 生 プ ラ ダ ン と 農 業 用 防 草 シ ー ト を 切 断 し た も の に 木 杭  
を 取 り 付 け て ， 地 面 と 接 す る よ う に 設 置 し た ． 農 業 用 防  
草 シ ー ト を マ ル チ 押 さ え で 固 定 し ， 土 を か ぶ せ て 踏 み 固 め  
た ．  
2： ド リ フ ト フ ェ ン ス と 落 と し 穴 の 設 置 位 置 図 ． ド リ フ ト フ  
ェ ン ス を 約 5 0 m 設 置 し ，ド リ フ ト フ ェ ン ス の 間 に ケ ー ス 落  





図 4．2 0 1 7 年 の フ ェ ン ス ト ラ ッ プ に よ る ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル の 日 付 ご
と の 捕 獲 個 体 数  
 
写 真 1． フ ェ ン ス ト ラ ッ プ 見 回 り 時 に 発 見 し た ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル の  




図 6． 捕 獲 さ れ た ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル の 落 と し 穴 ご と の 捕 獲 数  
ケ ー ス は ケ ー ス 落 と し 穴 を 示 し ， ド リ フ ト フ ェ ン ス の 間 に 1
～ 1 0 個 設 置 し た ．バ ケ ツ は バ ケ ツ 落 と し 穴 を 示 し ，ド リ フ ト
フ ェ ン ス の 周 辺 に 1～ 9 個 設 置 し た ．  
2 0 1 7 年 の 4 月 2 9 日 か ら 5 月 2 日 ま で の ケ ー ス 落 と し 穴 と バ
ケ ツ 落 と し 穴 ご と の 捕 獲 数 で は ， ケ ー ス 落 と し 穴 で よ り 多 く







図 7． フ ェ ン ス ト ラ ッ プ の 効 果 の 検 討 に 用 い た ド リ フ ト フ ェ ン ス と  
落 と し 穴  
1 :  農 業 用 防 獣 ネ ッ ト と イ ボ 竹 の み を 用 い て 地 面 と 接 す る よ う  
に 設 置 し た ． 農 業 用 防 獣 ネ ッ ト を マ ル チ 押 さ え で 固 定 し ， 土  
を か ぶ せ て 踏 み 固 め た ．  
2： ド リ フ ト フ ェ ン ス と 落 と し 穴 の 設 置 位 置 図 ． ド リ フ ト フ ェ  
ン ス を 約 3 0 0 m 設 置 し ， ド リ フ ト フ ェ ン ス の 間 の み に ケ ー  
















図 9． 結 束 バ ン ド に よ り 標 識 さ れ た ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル  
 
 
図 1 0． 2 0 1 8 年 の フ ェ ン ス ト ラ ッ プ に よ る ア ズ マ ヒ キ ガ エ ル の 日 付




図 11． 自 動 撮 影 カ メ ラ で 撮 影 さ れ た ア ラ イ グ マ  
 




図 1 3． フ ェ ン ス ト ラ ッ プ の 周 辺 に 滞 在 し て い た 標 識 個 体 の 移 動  
